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藤沢の「食」によるシティプロモーション

 「食」という媒体を通じて
 藤沢の魅力を強くアピールし
 市内外にたくさんの藤沢ファンを誕生させる

①市外から藤沢を訪れる人々の増加による、農業水産業や
産業振興、観光分野を中心とした地域経済の活性
②自分のまちに対する興味関心や誇りのさらなる醸成

「藤沢」の
認知向上

地場産品の
消費流通
促進

地産地消
の促進

来遊観光
客数増加

市民団体提案型
協働事業



「藤沢炒麺」誕生まで

背景と思い
 藤沢の魅力は、湘南、海岸、
江の島だけじゃない
 中部、北西部の広い農地にもたく
さんの魅力が!

 市民のアタマの使いどころ、活動
のパワーも魅力?

 藤沢の土地に根付いた食材を
活かしたい
 いろいろなおいしい野菜が、市内
各地区で収穫されている

 実は畜産業も盛ん!
 「さがみ地粉の会」など、食関係
で頑張っている人がいる

これらを
効果的に

伝えるには?



さがみ地粉の会の取り組み



歴史ある養豚とブランド豚



多種多様な野菜の生産（少量多品目）



「藤沢炒麺」の誕生
 基本の定義

 藤沢産小麦で作った地粉めんを使用
 藤沢産の食材（野菜・肉・その他）
を2品以上、具に使用

最小限の
決まりごと!

創意工夫で
いろいろな魅力と
個性の輝きが!

 応用バリエーション
 味つけ・風味は自由
 具材やトッピングも自由
 麺の種類や調理方法も
基本的に自由



販売風景より



プロモーション＆媒体掲載の様子
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…「逗子の話ができる『食』もあったらいいのに」
藤沢炒麺の経験から考えたこと

 藤沢市と逗子市は違う
 第一次産業が盛んでなければ難しい?
 まちの規模の違い

 「食」はまちの魅力を発信できる
 伝えたい魅力や思いは何か

 小さなまちの、素朴な雰囲気が好きだ
 文化や人の営み
 （子どもの頃よく海で遊んで、ワカメを拾ったり、タマをとって食
べたのはおいしかったな）

 海に落ちている「あかもく」という海藻が食べられるらしい

あかもく?



「あかもく」とは
 海藻の一種
 別名「ギバサ」「ナガモ」…。
 国内各地で食べられている
 漁船のスクリューに絡むため、“ジャマ
モク”と呼ばれた。

 栄養素の高さから大注目の的（風邪予防、
ガン予防、花粉症対策、美容…）

 逗子市の新しい特産品として商工会や漁
協が注目



あかもくレシピコンテスト開催
 レシピコンテストの目的

 認知の拡大
 調理法、レシピのバリエーションでファンづくり
 市場価値の向上



「新宿稲荷」完成
 ポイント

 具に「あかもく」を使い、
ほのかに海の香りを出す

 その他の具や揚げは自由
 お稲荷さんの鳥居をイメー
ジした紅生姜（大人向け）

 ネーミング



新宿稲荷神社



「新宿稲荷」の展開



「新宿稲荷」の向こう側
 地域の飲食店や小売店の巻き込み
 売上の一部を新宿稲荷神社の修繕
や保存に充てる

 約30年前に途切れてしまったお囃
子の復活

 新宿稲荷神社に訪れ、大切にする
人を増やし守っていく

 地元の氏神様のもとに集まる機会
や人を増やし、人のつながりを
作っていく
 顔見知りを増やし、困ったときも助け
合える地域づくり

 “誰一人取り残さない”に近づく、地域
のプラットフォームとなるコミュニ
ティ形成



SDGsとのつきあい方 …まとめにかえて
 普段の営みをSDGsに落とし込む

 生活者の視点
 市民活動者の視点
 事業者・経済の視点

 SDGsは共通言語のひとつ
 単体
 組み合わせ

 共感の獲得で“思い”と取り組みの拡大
 つながりづくり
 相互作用


